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̶お二人の役割について教えてください。

長尾　ソニーグループで長年にわたり、AV機器の商品企画・商
品戦略に携わってきましたので、デジタルとオフィス家具をイン
テグレートし、「スマートオフィスコンセプト」を実現する画期的な
商品を生み出すことが私のミッションです。「（オフィス家具＋デ
ジタル）÷２」といったユニークなスマートオフィス商品を開発し、
ネットワークあるいはクラウドにつなげ、快適なオフィス空間を
実現します。
大月　私はずっと外資系IT企業でテクノロジービジネスに従事
してきました。その経験を活かし、イトーキのIT部門責任者の立
場で業務改革を担いつつ、社長の湊が言っている「オフィス3.0」
の世界でデータサービスを実現することが私のミッションです。

　̶イトーキにとってDXとは何でしょうか。

大月　ビジネスをより強く太くするツールです。私は「DXは新し
い世界への窓」だということを全社員に理解してもらいたいと
思っています。オフィス家具業界は成熟化し、パイの奪い合いが
起きています。しかしDXをうまく使えば、今まで見ていた業界の
景色が一変し、新しいビジネスを創り出せると信じています。そ
の意味で言うと、私がイトーキでなすべきことは、DXに取り組む
敷居を下げ、社員みんなが積極的に使っていけるようにするこ
とだと考えています。
長尾　オフィス空間でのDX推進においては、在宅勤務など場所
が離れた人とオフィスにいる人がいかに同じ場にいるような感覚
でハイブリッド会議をできるかといった新しいニーズが高まって

います。さらに今後はそもそも社員にとって出社する価値のある
オフィスなのかも問われるようになるでしょう。せっかく出社した
のなら、オフィスでのコミュニケーションを活性化させてイノベー
ションにつなげたいと会社も考えるはずです。このようなニーズ
に対してイトーキは、心地よく創造的で生産性の高いオフィス空
間を提案していきますが、これに加えて、オフィスが実際にそう
なっていることをデータで可視化する必要があると考えていま
す。そこで、オフィス空間からデータを抽出する仕組みやそれを組
み込んだスマートオフィス商品・サービスの開発と、AIも含めクラ
ウド側のプラットフォームの開発を同時に進めており、オフィスに
おけるイトーキのDX推進はかなり先端を走っています。

̶オフィス3.0についてはどのようにお考えですか。

長尾　働き方は多様化していますので、オフィスもずっとそのま
まで良いものではありません。オフィス3.0の世界では、今述べ
たとおり、データで客観的に検証することができます。つまり、働
き方なのか、オフィス家具の配置なのか、ちょっとしたリノベー
ションが必要なのか、いくつかある施策に対してプライオリティ
をはっきりさせ、次の適切なアクションを起こすことが可能にな
ります。そしてもう一つ、データサービスによって、納品後もお客
さまとつながり続ける仕組みを作ることができます。
大月　DXの推進を通じて、お客さまとの継続的なお付き合いを
実現することは非常に重要です。さらに言えば、営業アプローチ
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の可能性が広がると考えています。例えば、「ほんとうに効率的に
仕事ができるオフィスになっていますか、それをデータで検証して
みませんか」というアプローチが可能になります。そこから商談に
入っていけると、新築やリニューアルといったイベントの時だけで
なく、あらゆるタイミングがビジネスチャンスになります。

̶ 数十年先、イトーキはどのような会社になっていく
と思われますか。

大月　イトーキは『明日の「働く」を、デザインする。』と発信して
いますが、これがより広く、「人のいる場所をデザインする」会社
になるかもしれません。つまり、家具、スペース、IT、全部を含め
て、「こういう空間を作りたい」というご相談にお応えできる会社
です。おそらく、そういう会社は人も多様で、イノベーションに満
ち、働いていて楽しいし、お客さまも相談してみようと思ってくだ
さるでしょう。そのような会社にしたいと考えています。
長尾　確かにイトーキがITと融合すると、「働く」領域だけでは
なくなっていくのかもしれません。少なくとも家具メーカーとい
うくくりではおさまらない業態になるでしょう。人が集まる空間
をデザインする会社、そこに家具を提供し、メタバースの空間も
作っている会社……。イトーキはそれぐらいいろんな可能性を
持って進化し続けていくのではないでしょうか。ただし、イトー
キの根幹は「人」にフォーカスした事業です。人が使いやすくて、
人がより生産的に、より創造的になれることをお手伝いすると
いう軸は変わらないと思います。
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ITOKI DX TOPICS 02

データ分析サービス「ITOKI OFFICE A/BI」
Google CloudのAI製品を活用し「ヒトの生産性」「ヒトの活動」
「空間の稼働」データをレイアウトプランデータと統合。生産性
向上とWell-beingにつながる働き方を分析するサービス。

ITOKI DX TOPICS 04

グループワークAI分析研究
ハイブリッドスタイルで行われるグループワークの記録データか
ら発話バランスや発散収束などの議論の質を分析。ワークの振り
返りや管理者による評価にも活用可能なサービスに向けた研究。

イトーキデジタル技術推進部門が運営する「働く人」からはじまるDX実現に向けたオンライン共創ラボ。パートナーシップに
より実現するイトーキのDX事例や活動を掲載。 
https://open-dx-lab.itoki.jp/

ITOKI DX TOPICS 01

Tech×Designで新しい“働く体験”を創造
サウンドファニチャーシリーズはオープンな空間におけるWeb会
議の音に配慮したミーティング席。機器と家具を融合しハイブリッ
ドワークにおけるシームレスなコミュニケーションをサポート。

ITOKI DX TOPICS 03

メタバース技術の教育活用
生徒のデジタルクリエーション力・コミュニケーション力強化を目
指し、メタバース上に構築した教室内でさまざまな制約に囚われ
ず、ものづくりや発表体験、海外とのリモート国際交流を実践。


